
エコチル調査から国民の行動変容等へつなげるために

行動変容を促すターゲットとなる一般国民・消費者

エコチル調査による科学的知見の成果と行動変容の進捗状況を報告・共有し、政策立案に向けた協力体制を構築
（親子や学校に関する保健施策、健康増進施策、化学物質に関する施策等との連携（国際連携も含む。））

将来親になる世代、妊産婦、子育て世帯等

医療関係者、教育関係者、
行政関係者、研究者、
報道関係者、YouTuber等

関係省庁等の政策立案者

企業

ターゲットの関心・購買行動に
関心の高い製品製造企業

・インフルエンサーコミュニティを育てる定期ブ
リーフィング・オンライン勉強会
・ターゲットを対象とした雑誌等に連載を掲載
・アクセスしやすいサイトの作成
・インフルエンサーの独自ルートを通じた発信

ターゲットの関心に沿った購買・行動変容
を促す製品表示・宣伝・代替品開発等
の企業の自主的な取組を促進するための
勉強会

関係省庁等

（小学生・中学生・高校生・大学生、社会人など）

ターゲットに対する影響力の強い
インフルエンサー

成果の社会還元がエコチル調査参加者の
高い参加率の維持に貢献

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

広報戦略の方針（案）

エコチル調査戦略広報委員会の委員等の助言に基づき作成

資料５



【概要】エコチル調査に参加している96,631人の妊婦の⺟子健康⼿帳から転記された妊娠中の体重を⽤いて、妊娠前BMI（体格指数）別の妊娠週数別
体重増加の分布を制限付き3次スプライン（3次の多項式の区分的関数）を⽤いたベイズ混合モデル（⼀般化線形モデル）を使⽤して計算し、妊娠40週
で「妊娠中の体重増加指導の目安」に定められた範囲内の体重増加を得るには、妊娠5-39週にどれくらい体重が増えていればいいのかを算出。その結果、妊
娠中の体重増加の分布は妊娠前BMIによって大きく異なり、妊婦の背景によっても多少異なる（多胎妊娠、若い妊婦、基礎疾患がない妊婦では体重増加
が多い）ことが分かった。BMI 18.5未満、18.5-25、25-30、30以上のそれぞれの妊婦で、妊娠30週で8.4-11.1kg、6.4-9.1kg、3.8-6.5kg、1.9kg
未満、体重が増えている場合、妊娠40週に「妊婦の体重増加指導の目安」に定められた範囲内の体重増加の軌道に乗っていると推定された。

報道発表資料URL【http://www.ncchd.go.jp/press/2021/210928.pdf】 Morisaki et al. J Epidemiol, Aug 28, 2021 (Online ahead of print)

エコチル調査約10万人の妊婦健診情報から「妊娠中の体重増加曲線」を作成 (九州大学サブユニットセンター 森崎菜穂先生)

エコチル調査の成果の社会還元の例について(1)

エコチル調査の約10万人の妊婦健診の情報を⽤いて、⽇本人⼥性の妊娠週数別体重増加の分布、および現行
の「妊娠中の体重増加の⽬安」を満たすために必要な妊娠週数別体重増加量を妊娠前体格別に算出した。
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http://www.ncchd.go.jp/press/2021/210928.pdf】


エコチル調査パイロット調査のデータをもとに⽇本語版ASQ-3を出版 (国立成育医療研究センター 橋本圭司先生)

エコチル調査の成果の社会還元の例について(2)

エコチル調査によって設定された⽇本における基準値をもとに、⽇本語版ASQ-3を作成。保育や教育、乳幼児健
診や小児医療、児童福祉の現場、国内外の研究等、乳幼児に関わるあらゆる分野での活⽤が期待される。

日本語版ASQ-3（Ages & Stages Quesitonnaires, Third Edition in Japanese: 
J-ASQ-3）は、環境省の実施するエコチル調査パイロット調査(※)に参加いただいた約400人
のお子さんのデータより、0～5歳の10種類のJ-ASQ-3質問紙の結果をまとめ、日本における基
準値を設定しました。また、その結果を⽤い、国立成育医療研究センターと東京・世田谷のクリ
ニックに受診されたお子さんにご協力いただき、発達遅滞のお子さんをスクリーニングするために⼀
定の信頼がおける質問紙であることを検証いたしました。
J-ASQ-3では、2歳未満の乳幼児期において、パイロット調査での質問紙の回収数が少ない
ことから基準値（カットオフ値）が安定していない可能性があります。そのため現時点では、低年
齢の評価では注意が必要です。この問題点については、全国10万人のお子さんにご参加いただ
いているエコチル調査の結果を検討し、より信頼性の高い基準にすることで改善していく予定で
す。エコチル調査は大きな調査であり、そのデータ整理に時間がかかりますが、その間も多くの
方々からJ-ASQ-3に関して問い合わせをいただいており、⼀定以上の質を担保したことから、エコ
チル調査でのすべての結果を待たずに、今日の出版に至りました。大規模なデータを⽤いた、より
正確な基準値の設定については、今後の改訂によりたいと考えています。

＜「日本語版ASQ-3乳幼児発達検査スクリーニング質問紙」序文より⼀部抜粋＞

※エコチル調査パイロット調査について
約10万組の親子を対象とした調査（本調査）の実行可能性を確認するための小規
模で実施する先行調査として、自治医科大学、九州大学、産業医科大学、熊本大
学の４センターにおいて、2008年度から開始された。（開始時の参加者数440名、
以下の図は内訳、2021年9月末時点でのフォローアップ率は85.0%）

【出典：第34回子どもの健康と環境に関する全国調査パイロット調査専門委員会（2021/10/29開催）資料】

実施機関 対象地区 生まれた子どもの数（人）

自治医科大学 下野市および近隣 153

九州大学 福岡市および近隣 128

産業医科大学 北九州市八幡西区および近隣 109

熊本大学 天草市および近隣 50


